20   年　　月 　 日
博士学位審査確認書

学位審査委員会
	
	所属
	氏名

	主査: 
	政策・メディア研究科委員長　環境情報学部教授
	加藤　文俊

	副査: 
	政策・メディア研究科委員　兼総合政策学部教授
	宮垣　元

	副査: 
	政策・メディア研究科委員　兼環境情報学部教授
	中澤　仁

	副査: 
	政策・メディア研究科委員　兼環境情報学部教授
	一ノ瀬　友博



申請者
	氏名：
	慶應　太郎
(政策・メディア研究科後期博士課程３年　学籍番号 XXXXXXXX  所属プログラム XX)


		

博士論文題目
	「××××××××××××××××××××××××」



確認項目
	
	
	[承認日]
	判定結果

	[bookmark: _GoBack]1. 国際研究要件：
	英語（入試）
	
	合格

	2. 技法科目：
	「インターネット概論」(20xx春)
	20xx/x/x
	合格

	3. 新規授業科目企画書：
	入学試験
	
	合格

	4. 教育体験：
	慶應義塾大学非常勤講師「情報処理」(20xx春)
	
	合格



5. 成果の公表：基準　１			　　充足	Comment by 中山　翠: 基準1～4のいずれかをご選択の上、適宜、フォームをご変更ください。
（基準については、「大学院ガイド」6章をご参照ください。）
5.1. 原著論文掲載　(筆頭者発表　２編)
	（１）
	慶應太郎，○○○，○○○“ ××××××××××”「×××××××××」，20xx年x 月，第○巻第○ 号，pp.○pp.○○

	（２）
	Taro Keio, ○○ ○○: “××××××××××” ×××××××××× ○○, pp.○○-○○, March 20xx.



5.2. 国際会議発表　(筆頭者発表　３回)
	（１）
	Taro Keio. ” ××××××××××” ×××××××Conference pp○○-○○ Japan, Fujisawa, May 20xx.

	（２）
	Taro Keio, ○○○○. ” ××××××××××”××××××××××,Symposium pp○○-○○ Italy, Rome, September 20xx.

	（３）
	Taro Keio, ○○○○, ○○○○. ” ××××××××××”×××××××××× pp○○-○○ Korea, Cheju, December 20xx.





	6. 研究指導・審査過程

	（１）
	政策・メディア研究科後期博士課程Research Advisory Group設置

	
	主査：加藤　文俊、副査：宮垣　元、中澤　仁、一ノ瀬　友博



	（２）
	Thesis Proposal発表(実施:20xx.x.xx 承認:20xx.x.xx)
	審査結果

	
	主査：加藤　文俊、副査：宮垣　元、中澤　仁、一ノ瀬　友博
	合格

	
	（博士候補承認日：20xx.x.xx）
	



	（３）
	博士論文審査申請(20xx.x.xx)
	



	（４）
	博士学位審査委員会設置(20xx.x.xx)

	
	主査: 
	政策・メディア研究科委員長　環境情報学部教授　加藤文俊

	
	副査:
	政策・メディア研究科委員　兼総合政策学部教授　宮垣　元

	
	副査:
	政策・メディア研究科委員　兼環境情報学部教授　中澤　仁

	
	副査:
	政策・メディア研究科委員　兼環境情報学部教授　一ノ瀬　友博



	（５）
	公聴会開催(実施:20xx.x.xx 承認:20xx.x.xx)	Comment by 中山　翠: 学位審査委員会設置時には「予定」でお願いします。
	審査結果

	
	主査：加藤　文俊、副査：宮垣　元、中澤　仁、一ノ瀬　友博
	合格




	（６）
	最終試験(20xx.x.xx)	Comment by 中山　翠: 学位審査委員会設置時には不要。
最終合否判定時に記載してください。
	審査結果

	
	主査: 
	政策・メディア研究科委員長　環境情報学部教授　加藤文俊
	合格

	
	副査:
	政策・メディア研究科委員　兼総合政策学部教授　宮垣　元
	

	
	副査:
	政策・メディア研究科委員　兼環境情報学部教授　中澤　仁
	

	
	副査:
	政策・メディア研究科委員　兼環境情報学部教授　一ノ瀬　友博
	




